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第１編  機構と人事





第１編　機構と人事

1 機構図（令和３年度）
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１）  歴代の水道事業管理者（市長）と水道部長 

歴代の水道事業管理者（市長）及び水道部に昇格した昭和 34 年からの水道部長変遷は表１－1

及び表１－2のとおりである。 

表１－1 歴代水道事業管理者（市長）

水道事業 
管理者（市長） 

就任年月 
（西暦） 

退任年月 
(西暦) 

大利 市右衛門 
昭和 16年 1 月 
（1941.01） 

昭和 20年 1 月 
（1945.01） 

長岡 喜十郎 
昭和 20年 2 月 
（1945.02） 

昭和 21年 12 月 
（1946.12） 

杉岡 藤右衛門 
昭和 22年 4 月 
（1947.05） 

昭和 23年 8 月 
（1948.08） 

猿丸 吉左衛門 
昭和 23年 10 月 
（1948.10） 

昭和 27年 9 月 
（1952.9） 

内海   清 
昭和 27年 9 月 
（1952.9） 

昭和 39年 9 月 
（1964.9） 

渡辺  万太郎 
昭和 39年 9 月 
（1964.9） 

昭和 50年 3 月 
（1975.3） 

松永  精一郎 
昭和 50年 4 月 
（1975.4） 

昭和 62年 4 月 
（1987.4） 

山村  康六 
昭和 62年 4 月 
（1987.4） 

平成 3年 4月 
（1991.4） 

北村  春江 
平成 3年 4月 
（1991.4） 

平成 15年 6 月 
（2003.6） 

山中   健 
平成 15年 6 月 
（2003.6） 

令和元年 6月 
（2019.6） 

伊藤   舞 
令和元年 6月 
（2019.6） 

令和 年 月 
（    . ） 

表１－2 歴代水道部長

水道部長 就任年月 退任年月 

木村 信忠 昭和 34年 4 月 昭和 43年 11 月 

堀  義春 昭和 43年 12 月 昭和 47年 4 月 

山崎 三郎 昭和 47年 4 月 昭和 48年 3 月 

柴谷 一郎 昭和 48年 4 月 昭和 55年 3 月 

勝村  治 昭和 55年 4 月 昭和 58年 3 月 

豊田 幾雄 昭和 58年 4 月 昭和 62年 6 月 

長谷川 節男 昭和 63年 7 月 平成 2年 11 月 

竹内 庸矩 平成 2年 12 月 平成 6年 3 月 

溝田  亘 平成 6年 4 月 平成 10年 3 月 

久内 奎吾 平成 10年 4 月 平成 15年 3 月 

林  一夫 平成 15年 4 月 平成 17年 3 月 

小野 政春 平成 17年 4 月 平成 21年 3 月 

安田  孝 平成 21年 4 月 平成 25年 3 月 

青田 悟朗 平成 25年 4 月 平成 28年 3 月 

古田 晴人 平成 28年 4 月 令和 3年 3 月 

阪元 靖司 令和 3年 4 月 令和  年  月 

      ※平成２５年度から組織変更により上下水道部長 
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２）職員数推移(再任用職員含む）※各年度の４月１日現在

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3
管理職 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4
事務 10 10 9 8 8 8 7 7 7 6
技術 13 14 14 15 13 12 10 10 9 10

技術(水道) 0 14 14 13 12 12 11 11 11 10
技能 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 42 43 42 41 37 36 32 32 31 30

※管理職とは課長級以上　　
※平成25年度に技能職を技術職（水道）に転任
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２ 事務分掌（令和３年度） 

１）水道管理課 

(1) 事業計画の策定及び総合調整に関すること。 

(2) 組織及び職制に関すること。 

(3) 文書、公印及び統計に関すること。 

(4) 市議会並びに公告式及び令達に関すること。 

(5) 条例、管理規程等の制定及び改廃の手続並びに指導に関すること。 

(6) 事務管理に関すること。 

(7) 職員の人事、給与、研修、福利厚生及び公務災害補償に関すること。 

(8) 職員の労働組合に関すること。 

(9) 広報その他宣伝に関すること。 

(10) 公聴その他情報の収集に関すること。 

(11) 公益社団法人日本水道協会に関すること。 

(12) 財政計画及び資金計画に関すること。 

(13) 予算、決算及び財務諸表の作成に関すること。 

(14) 原価計算、経営分析及び料金制度に関すること。 

(15) 企業債及び一時借入金に関すること。 

(16) 現金、有価証券の運用及び出納保管に関すること。 

(17) 金融機関に関すること。 

(18) 工事その他入札及び契約に関すること。 

(19) 不動産の取得、管理及び処分に関すること。 

(20) 工事用器資材その他物品の調達、出納保管、棚卸及び不用品処分に関

すること。 

(21) 車両管理の総括に関すること。 

(22) その他財務及び経営に関すること。 

(23) 所管に属さない業務の所管の決定に関すること。 
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(24) 阪神水道企業団に関すること。 

(25)  公営企業会計システムに関すること。 

(26) 課の庶務に関すること。 

２）水道業務課 

(1) 開閉栓の執行に関すること。 

(2) 量水器の取替え等によるデータの出入力に関すること。 

(3) 使用水量の計量及び認定に関すること。 

(4) 給水装置の新設、増設等諸工事の申請受理及び許可に関すること。 

(5) 給水管分岐工事等の施工に関すること。 

(6) 給水装置工事の設計に関すること。 

(7) 給水装置工事の検査及び反則工事の取締り並びにその処理に関するこ

と。 

(8) 給水装置工事施行基準の制定及び改廃に関すること。 

(9) 芦屋市指定給水装置工事事業者の登録に関すること。 

(10) 給水装置台帳の保管に関すること。 

(11) 給水装置管理の指導に関すること。 

(12) 貯水槽水道に係る管理指導及び情報提供に関すること。 

(13) 量水器の維持管理及び散水栓統合に関すること。 

(14) その他給水に関すること。 

(15) 水道料金等の調定、収納の確認、還付・充当・清算及び滞納徴収並び

にこれらの事務の整理に関すること。 

(16) 水道使用上の取締り及び処分に関すること。 

(17) 水道使用に関する申請及び契約に関すること。 

(18) 水道使用状況の調査及び統計の資料に関すること。 

(19) その他水道使用に関すること。 
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(20) 料金システム及び電話応答装置に関すること。 

(21) 委託業者の管理に関すること。 

(22) 課の庶務に関すること。 

３）水道工務課 

（ア）施設係 

(1) 水源開発に関すること。 

(2) 水道事業の計画、調整及び認可申請に関すること。 

(3) 拡張工事の計画、設計及び施行に関すること。 

(4) 送・配水管及び配水補助管（以下「配水管等」という。）整備の計画

並びに管理の総括に関すること。 

(5) 配水管等の新設、改良、移設等諸工事の計画及び協議に関すること。 

(6) 配水管等に係る諸工事の設計及び施行に関すること。 

(7) 請負施工工事に係る小区域の断水、排水及びこれらに伴う通知並びに

応急給水に関すること。 

(8) 配水管等の台帳整備及び保管に関すること。 

(9) 取水、導水、貯水、浄水、送・配水等諸施設の新設及び改良に係る計

画、設計及び工事施工に関すること。 

(10) 災害復旧に関すること。 

(11)  水道管路及び水道施設管理システムに関すること。 

(12) 課の庶務に関すること。 

（イ）維持係 

(1) 配水管等、配水管等の附属装置及び給水装置の維持管理に関すること。 

(2) 漏水、故障修繕等の施工に関すること。 

(3) 屋内の出水不良、異常水質の調査及び応急対策に関すること。 
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(4) 応急給水に関すること。 

(5) 所管工事の精算及び集計に関すること。 

(6) 修繕の受付に関すること。 

(7) 水道諸施設の維持管理業務に関すること。 

(8) 配水管等の水圧調査及び配水の調整に関すること。 

(9) 配水管等の漏水防止、出水不良及び異常水質の調査に関すること。 

(10) 道路関連工事の協議、立会い、施工及び事故防止の指導に関すること。 

(11) 給水車両の管理に関すること。 

（ウ）浄水係 

(1) 水道の水源管理及び集水地帯の保全に関すること。 

(2) 取水、浄水及び送配水に関すること。 

(3) 取水、導水、貯水、浄水、送・配水等諸施設の維持・運転管理に関す

ること。 

(4) 水質検査に関すること。 

(5) 応急取水に関すること。 

(6) 浄水場の啓発及び維持管理に関すること。 

(7) その他浄水の維持管理に関すること。 
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３　職員配置状況

（単位　人）
組織 役職および担当 職種 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

上下水道部 部長 - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
課長 - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　管理係（担当）※ 事務 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3
　経営管理担当 事務 0 0 0 0 0
　財務担当　 事務 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
課長 - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
主幹 - 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

事務 4 4 3 2 4 4 1 1 1 0
技術 4 5 5 5 4 4 3 3 2 3

技術（水道） 1 1 1 1 1 0 0 0 0
技能 1
技術 1 1

技術（水道） 1 1 1 1
技能

　料金係（担当）※ 事務 2 2 2 2 1 1 1 1
課長 - 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　施設係（担当）※ 技術 6 6 7 7 5 5 4 5 5 4
　施設担当 技術 2 1 1 0 0 1

技術 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1
技術（水道） 5 5 4 4 4 3 3 3 2

技能 5
　維持担当 技術 1

事務 1 1 1
技術（水道） 7 7 7 7 7 7 7 7 7

技能 7
　浄水担当 事務 1

技術（水道） 1 1 1
技能 1

　奥池地区整備担当 技術 2 2 1 1
42 43 42 41 37 36 32 32 31 30

　※ 平成２５年度に担当から係に名称を変更

（注）平成２２年度に奥池地区整備担当を設置（平成２８年度廃止）

（注）平成２４年度に給水担当を業務担当に統合

（注）平成２５年度に技能職を技術職（水道）に転任

（注）平成２８～２９年度に料金係を業務係に統合

（注）平成２０年度～２８年度までは水道管理課長が経営管理担当の事務取扱

（注）平成２９年度に経営管理担当（水道管理課長事務取扱）を経理担当に統合

（注）令和２年度に経理担当を財務担当に名称変更

計

水道管理課

水道業務課
　業務係（担当）※

　給水担当

水道工務課

　維持係（担当）※

　奥池浄水場担当

　浄水係（担当）※
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４　技術資格等保有状況

資　格 認　定
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度
令和

元年度
令和
2年度

令和
3年度

技術士（上下水道部門） 国 1 0 0 0 0 0

技術士（建設部門） 国 1 1 1 1 1 0

技術士補（建設部門） 国 0 0 0 1 1 1

測量士 国 1 1 1 1 1 0

測量士補 国 3 2 2 2 4 3

１級土木施工管理技士 国 3 3 3 4 3 1

２級土木施工管理技士 国 1 1 1 1 0 0

１級造園施工管理技士 国 2 2 2 2 2 1

給水装置工事主任技術者 国 2 2 2 3 2 0

水道施設管理技士（浄水１級）
(公社)

日本水道協会
1 0 0 0 0 0

水道施設管理技士（浄水２級）
(公社)

日本水道協会
0 0 1 1 1 1

水道施設管理技士（浄水３級）
(公社)

日本水道協会
0 0 0 2 3 2

水道施設管理技士（管路３級）
(公社)

日本水道協会
0 0 1 5 4 3

計 15 12 14 23 22 12
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Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3

一般事務職員 12 13 12 11 9 10 9 9 9 8

一般技術職員 16 30 30 30 28 26 12 12 11 12

技能職員／技術職（水道） 14 11 11 11 10

全職員 42 43 42 41 37 36 32 32 31 30

一般事務職員 144 156 144 132 108 120 108 108 108 96

一般技術職員 192 360 360 360 336 318 144 144 132 144

技能職員／技術職（水道） 168 132 132 132 120

全職員 504 516 504 492 444 438 384 384 372 360

一般事務職員 59,635,938 66,951,426 59,377,872 53,095,133 38,431,388 44,650,535 40,898,355 39,024,181 37,062,146 36,199,878

一般技術職員 68,947,740 144,016,086 140,942,931 142,400,477 130,839,860 124,264,890 49,402,503 50,481,167 45,101,589 50,143,309

技能職員／技術職（水道） 81,304,350 59,451,171 58,883,688 56,220,009 49,380,430

全職員 209,888,028 210,967,512 200,320,803 195,495,610 169,271,248 168,915,425 149,752,029 148,389,036 138,383,744 135,723,617

一般事務職員 1,838,589 2,198,847 2,242,440 1,970,857 1,570,733 1,970,251 2,368,518 2,282,890 1,907,640 1,413,612

一般技術職員 3,211,195 24,735,463 24,600,648 24,250,797 22,673,527 19,117,130 1,867,932 1,681,862 1,509,373 1,657,008

技能職員／技術職（水道） 19,296,397 13,493,060 12,829,245 9,681,723 8,902,927

全職員 24,346,181 26,934,310 26,843,088 26,221,654 24,244,260 21,087,381 17,729,510 16,793,997 13,098,736 11,973,547

一般事務職員 13,000 6,900 5,000 5,400 5,400 0 0 0 0 3,960

一般技術職員 97,260 2,306,886 2,346,494 2,438,505 2,242,020 2,058,932 5,000 27,500 10,000 16,960

技能職員／技術職（水道） 2,191,399 2,104,433 1,956,628 1,598,032 1,215,193

全職員 2,301,659 2,313,786 2,351,494 2,443,905 2,247,420 2,058,932 2,109,433 1,984,128 1,608,032 1,236,113

一般事務職員 20,734,403 22,752,452 21,201,014 19,750,940 13,714,940 16,638,563 15,453,591 13,988,074 13,703,042 13,509,811

一般技術職員 23,516,607 48,614,593 48,747,913 51,007,714 48,498,220 46,005,646 19,043,698 19,614,314 17,402,518 19,628,087

技能職員／技術職（水道） 28,450,948 21,748,844 21,765,002 19,914,350 16,394,648

全職員 72,701,958 71,367,045 69,948,927 70,758,654 62,213,160 62,644,209 56,246,133 55,367,390 51,019,910 49,532,546

一般事務職員 9,362,876 9,857,700 8,511,586 8,430,682 4,925,172 5,633,880 4,857,320 4,333,120 4,666,522 4,680,800

一般技術職員 12,600,232 18,428,747 16,600,030 14,584,282 14,889,808 10,635,260 5,859,710 6,787,970 6,042,860 6,068,581

技能職員／技術職（水道） 6,846,906 3,808,940 3,742,120 3,162,240 2,724,520

全職員 28,810,014 28,286,447 25,111,616 23,014,964 19,814,980 16,269,140 14,525,970 14,863,210 13,871,622 13,473,901

一般事務職員 31,948,868 34,815,899 31,960,040 30,157,879 20,216,245 24,242,694 22,679,429 20,604,084 20,277,204 19,608,183

一般技術職員 39,425,294 94,085,689 92,295,085 92,281,298 88,303,575 77,816,968 26,776,340 28,111,646 24,964,751 27,370,636

技能職員／技術職（水道） 56,785,650 41,155,277 40,292,995 34,356,345 29,237,288

全職員 128,159,812 128,901,588 124,255,125 122,439,177 108,519,820 102,059,662 90,611,046 89,008,725 79,598,300 76,216,107

一般事務職員 91,584,806 101,767,325 91,337,912 83,253,012 58,647,633 68,893,229 63,577,784 59,628,265 57,339,350 55,808,061

一般技術職員 108,373,034 238,101,775 233,238,016 234,681,775 219,143,435 202,081,858 76,178,843 78,592,813 70,066,340 77,513,945

技能職員／技術職（水道） 138,090,000 100,606,448 99,176,683 90,576,354 78,617,718

全職員 338,047,840 339,869,100 324,575,928 317,934,787 277,791,068 270,975,087 240,363,075 237,397,761 217,982,044 211,939,724

一般事務職員 636,006 652,355 634,291 630,705 543,034 574,110 588,683 552,114 530,920 581,334

一般技術職員 564,443 661,394 647,883 651,894 652,213 635,478 529,020 545,783 530,806 538,291

技能職員／技術職（水道） 821,964 762,170 751,339 686,185 655,148

全職員 670,730 658,661 644,000 646,209 625,656 618,665 625,946 618,223 585,973 588,721

一般事務職員 48 50 48 43 41 41 43 44 44 43

一般技術職員 40 45 45 47 48 48 39 38 36 36

技能職員／技術職（水道） 52 57 58 58 58

全職員 47 47 46 46 46 46 46 46 46 45

一般事務職員 26 28 25 21 18 20 21 21 20 20

一般技術職員 18 23 24 25 25 26 17 15 12 14

技能職員／技術職（水道） 32 36 37 38 39

全職員 25 24 24 24 23 24 24 24 23 24

（注）　基　本　給　＝　給　　料　＋　 扶養手当 　＋　地域手当
　　　　その他手当　＝　住居手当　＋　管理職手当　＋　通勤手当　＋　管理職員特別勤務手当　＋　児童手当

（注）平成２５年度に技能職を技術職（水道）に転任　平成２５年度から平成２９年度については一般技術職員に含み計算

５  給与支給状況

職員数

年度末

延職員
(職員数×１２月)

基本給（a）

計
(c+d+e+f)

合計
(a+b)

平均月収

平均年齢

平均勤続年数

手当等
(b)

時間外勤務手当
(c)

特殊勤務手当
(d)

期末勤勉手当
（一時金）

(e)

その他手当
(f)
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第２編  水道事業の概要





年号 月 日 西暦 芦屋市水道事業主要事項 その他水道関連事項 市史参考事項

平成 2005

１７年度 7 1 ・淀川水系2ダム建設中止

（余野川ダム、大戸川ダム）

10 17 ・厚生労働省　「地域水道ビジョン」を公表

12 9 ・水道料金値上げ可決
（引き上げ率8.9％可決）

平成18年 2006

1 19 ・大阪市水道局が水道GLP第1号

2 18 ・阪神水道企業団
　奥谷ー奥山連絡施設施整備工事着手

3 3 ・奥山計装設備更新による供用開始

平成 4 1 ・水道料金改定（8.9％）

１８年度 ・「芦屋の水」ボトル水の製造を開始

・水道施設整備計画（H18～H41）を運用開始

9 3 ・のじぎく兵庫国体開催（9.30～10.10）

10 3 ・阪神水道企業団
奥谷－奥山連絡施設整備工事完成

10 6 ・阪神水道企業団　創立70周年記念式典

11 1 （H18.11.1より運転開始、施設能力3,600m3/日×2基）

平成19年 2007

3 1 ・市民マナー条例制定

3 3 ・日吉ダム建設事業終了 ・市立芦屋高校廃校

3 30 ・阪神水道企業団と構成4市による「経営問題研究会」の最
終報告が示される

平成 4 2 ・「災害時における水道施設の応急復旧に関する協

１９年度 定書」の締結　(株式会社光明製作所）応急給水資

器材及び仮設配管材等

6 11 ・第19代市長　山中　健　就任

7 7 ・阪神水道企業団甲山調整池運用開始

10 ・精道小学校新校舎完成

12 22 ・高座川配水区整備事業に着手

平成20年 2008

平成 4 1 ・「奥谷ー奥山連絡施設の運用及び維持管理に関 ・阪神水道と構成4市における分賦基本料の見直しがされ ・阪神芦屋駅バリアフリー化

２０年度 する協定書」の締結(阪神水道企業団） る

・水道通水70周年

6 23 ・厚生労働省「水安全計画ガイドライン」を通知

7 11 ・厚生労働省「水道ビジョン改定版」を公表

8 1

平成21年 2009

3 18 ・阪神水道企業団定例会において第5期拡張事業に係る繰
り出しについての一部改正。

3 31 ・「奥谷-奥山連絡施設の取り扱いに関する覚書」の
締結(阪神水道企業団）

平成 4 1 ・芦屋病院新体制スタート

２１年度 ・新消防庁舎で業務開始

5 14 ・日本水道協会「水道施設耐震工法指針」改定

7 7 ・厚生労働省「水道事業におけるアセットマネジメントの手
引き」を公表

8 29 ・第1回芦屋市水道事業経営審査会開催

9 19 ・第2回芦屋市水道事業経営審査会開催

10 24 ・第3回芦屋市水道事業経営審査会開催

11 4 ・第4回芦屋市水道事業経営審査会開催

平成22年 2010

3 26

第２編　水道事業の概要

１　沿革

・水道70周年事業(市立小中学校直結給水化事業）

・「水質検査の共同化に関する覚書」の締結(神戸
市・芦屋市・西宮市・尼崎市・阪神水道企業団による
共同化体制の確立）
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年号 月 日 西暦 芦屋市水道事業主要事項 その他水道関連事項 市史参考事項

平成 4 1 ・「芦屋市水道ビジョン」策定 ・阪神水道企業団からの分賦基本水量48,972 /日

２２年度 から46,092 /日に減量

・「水道施設の災害時に伴う応援協定」の締結(ヴｪオ
リア・ジェネッツ（株））

・「渇水時の節水対策に伴う応援協定」の締結(ヴェ
オリア・ジェネッツ（株））

7 1 ・阪神水道企業団の新尼崎浄水場Ⅱ期工事完成

10 1 ・山手幹線全線開通
・芦屋市制施行70周年記念式典

11 1 ・第1回指定給水装置工事業者研修会開催(阪神7市1町給
水装置協議会主催）

11 29

平成23年 2011

3 11 ・東日本大震災発生（M9）

13 ・兵庫県阪神ブロックとして宮城県塩釜市へ第1次派
遣(4人）

平成 4 1 ・東日本大震災　岩手県盛岡市第二次派遣

２３年度 （4/1～4/7）以降継続

5 18 ・東日本大震災　岩手県陸前高田市派遣終了

・阪神水道企業団からの分賦基本水量46,092 /日から
42,492 /日に減量

6 11 ・第20代市長　山中　健　就任

平成24年 2012

3 31 ・第7期拡張事業認可届出
給水人口変更98,600人、1日最大給水量41,800 

平成 4 1 ・給水管分岐工事施工方法の改定（市施工から給

２４年度 水装置工事業者施工に改定）

平成25年 2013

2 16 ・第1回芦屋市水道事業経営審議会

3 ・厚生労働省　「新水道ビジョン」を策定

3 23 ・第2回芦屋市水道事業経営審議会

平成 4 1 ・「要支援世帯の早期把握の協力に関する協定」の

２５年度 締結(ヴェオリア・ジェネッツ（株））

・水道メーター検針方法の改正（自動検針及び集中
検針を一般検針に改正）

6 29 ・第3回芦屋市水道事業経営審議会

7 27 ・第4回芦屋市水道事業経営審議会

8 31 ・第5回芦屋市水道事業経営審議会

10 19 ・第6回芦屋市水道事業経営審議会
「芦屋市水道経営のあり方」(意見書）

10 31 ・第2回指定給水装置工事業者研修会開催(阪神7市1町給
水装置協議会主催）

平成26年 2014

1 27
・「神戸市及び芦屋市における水道事業の技術連携
に関する協定書」の締結(神戸市水道局）これにより
緊急連絡管等の災害情報の共有・訓練・浄水技術の
技術支援・研修による連携等

2 12 ・ダクタイル鋳鉄管(GX型φ75～300)を材料選定委
員会にて採用決定

3 19 ・厚生労働省　「地域水道ビジョン」を廃止し「水道事業ビ

ジョン」を公表

平成 4 1 ・「芦屋市水道ビジョン」改定

２６年度 4 19 ・芦屋市水道事業状況説明会開催

8 20 ・災害応援協定による兵庫県支部阪神ブロックより

丹波市応援給水派遣(～最終9月29日）

平成27年 2015

・厚生労働省（芦屋健康福祉事務所）立入検査(文書
2、口頭2、助言3）
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年号 月 日 西暦 芦屋市水道事業主要事項 その他水道関連事項 市史参考事項

平成 4 1 ・GIS(水道施設地図情報システム)の導入

２７年度 6 11 ・第21代市長　山中　健　就任

6 30 ・自動検針廃止(一般検針に移行）

10 1 ・市庁舎東館完成

11 24 ・水道の執務室を分庁舎から東館に移転

12 1 ・水道お客様センター開設

平成28年 2016

1 19 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第1回会議を開催

1 28 ・メーターユニット、バイパスユニットの新規採用につ
いて材料選定委員会にて決定

3 2 ・「水道事業の広域連携の推進について」厚生労働省より
通知

3 12 ・芦屋市水道事業状況説明会開催

3 23 ・阪神水道企業団とその構成4市において「阪神地区
の水供給の最適化研究会」の協定書の締結

3 24 ・奥山・奥池浄水場中央監視装置の更新

3 28 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第2回会議を開催

平成 4 ・交付金事業による第2中区配水池耐震化事業に

２８年度 着手

・送水・配水のバイパス管・減圧弁設置

4 4 ・熊本地震発生
日本水道協会兵庫県支部派遣

4 25 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第3回会議を開催

7 1 ・芦屋市屋外広告物条例の施行

7 13 ・「神戸市東灘区深江本町と芦屋市平田北町の緊急
連絡管設置及び運用に関する協定書」の締結（神戸
市水道局）

7 27 ・「水質検査共同化に関する協定書」の締結(水質の
共同化５者間による）業務の範囲を定期・臨時の調
査研究を追加

10 7 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第4回会議を開催

12 ・本庁舎内装工事に伴う執務場所の変更完了

12 17 ・芦屋市水道事業状況説明会開催

平成29年 2017

1 23 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第5回会議を開催

2 ・芦屋市水道ビジョンの見直しに当たり、水道利用者
意識調査（市内在住2,000世帯）を実施

3 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第6回会議を開催 ・本会議、常任委員会のペーパーレス会議開始
・旧芦屋郵便局電話事務室（芦屋モノリス）が国登録有
形文化財登録決定

3 16 ・芦屋市議会への補正予算案の追加

平成 4 ・「憧れを、日常に。」シティプロモーション始動

２９年度 4 1 ・第1回阪神水道企業団運営協議会を開催

（運営協議会規程の制定、施行について協議）

・宝塚市が阪神水道企業団に加入し供用を開始。

・宝塚市加入に伴い、阪神水道企業団からの分賦基本水

量42,492 /日から42,035 /日に減量

4 29 ・第1回芦屋市水道事業経営審議会開催

5 ・給食レシピ本「芦屋の給食」の発行

5 23 ・「芦屋川の渓流水を使ったビールの製造開発」に関
する共同研究協定締結

6 15 ・阪神水道企業団創立80周年記念情報交換会開催

6 24 ・第2回芦屋市水道事業経営審議会開催

7 21
・官民共同研究報告会（芦屋ビール第１弾完成）

・阪神地域の水供給の最適化研究会第7回会議を開催
・第1回地域別協議会の開催

8 26 ・第3回芦屋市水道事業経営審議会開催

9 ・ 「芦屋市立幼稚園・保育所のあり方」公表・関連条例
の議決

9 20 ・「災害時の発生等における水道施設復旧等に関す
る応援協定書」の締結（大成機工(株)）

10 27 ・日本水道協会にて論文発表（資源の再利用によるコスト
削減　芦屋市における2つの削減策）

11 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第8回会議を開催 ・芦屋仏教会館が国登録有形文化財登録決定

11 18 ・第4回芦屋市水道事業経営審議会開催

11 29 ・官民共同研究報告会（芦屋ビール第2弾完成）

12 ・常任委員会及び特別委員会のインターネット中継の
開始

平成30年 2018

1 19 ・第2回地域別協議会の開催

1 27 ・第5回芦屋市水道事業経営審議会開催

3 ・「芦屋市水道ビジョン（平成29年度改訂版）」及び
「芦屋市水道事業経営戦略」策定

・阪神地域の水供給の最適化研究会第9回会議を開催

3 26 ・第3回地域別協議会の開催
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年号 月 日 西暦 芦屋市水道事業主要事項 その他水道関連事項 市史参考事項

平成 4 1 ・水道通水80周年

３０年度 ・通水80周年記念ペットボトル水作製

4 24 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第10回会議を開催

8 8 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第11回会議を開催

8 12 ・市役所本庁舎北側広場にてドライミスト実施

9 ・台風21号発生。海水遡上により阪神水道企業団の淀川
取水場が一時停止

・ 台風21号による市内各地での被害（高潮・浸水）及び
その対応
・停電断水により応急給水装置設置

9 10
12

・通水80周年記念ボトル水の無料配布イベント

10 ・高浜町市営住宅の集約化

10 23 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第12回会議を開催

10 24 ・日本水道協会にて論文発表（芦屋川の渓流水を使った
ビールの共同研究）

11 ・打出浜小学校耐震性貯水槽の設置工事完了 ・市議会議長畑中氏ご逝去
・芦屋出身の貴景勝関初優勝　市内各所にお祝い横
断幕

平成31年 2019

1 ・第2中区配水池耐震化事業完了 ・山手中学校で給食を開始

・DVD「芦屋の水ものがたり」作成（小学校教育用）

1 12 ・新分庁舎完成（男女共同参画センター分庁舎へ「移

2 23 ・芦屋市水道事業状況説明会を開催 転）

3 ・芦屋出身の貴景勝関　芦屋ふるさと大使に就任

3 19 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第13回会議を開催

3 31 ・供給単価（170.71円）が給水原価（169.38円）を上回
る

4 ・精道認定こども園開園
・図書館本館リニューアルオープン

4 1 ・ボトル水「芦屋の水」の販売開始
（市役所売店（南館地下1階））

4 17 ・「技術協力に関する連携協定書」の締結（大阪市） ・第4回地域別協議会の開催

令和元年 5 9 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第14回会議を開催

6 11 ・第22代市長　伊藤　舞　就任

7 1 ・市役所本庁舎北側広場にてドライミスト実施

7 12 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第15回会議を開催

8 ・緊急水銀検査を実施した結果、異常なし
（奥山浄水場、奥山貯水池）

・ごみ焼却炉　水銀濃度が基準値を超過したため運転
停止

8 7 ・ボトル水「芦屋の水」の無料配布と水の飲み比べイ
ベント（市役所庁舎北館前）開催

10 1 ・水道法の一部改正に伴う指定給水装置工事事業
者制度の更新制の導入

・水道台帳の印刷サービスの有料化を開始
（水道管路図調査対象1件につき300円）

10 21 ・第2回阪神水道企業団運営協議会を開催
（分賦金制度の見直し（二部制の導入）及び分賦金水準
（負担額）の引き下げについて協議）

10 23 ・阪神地域の水供給の最適化研究会第16回会議を開催

11 6 ・日本水道協会にて論文発表（小学生に向けた広報-小学
校教育用DVD「芦屋の水ものがたり」-）

11 8 ・日本水道協会にて論文発表（ダクタイル鋳鉄製耐震性貯
水槽移設の施工事例）

12 14 ・芦屋市水道事業経営計画実施状況評価委員会を
開催

12 20 ・親子メーター設置型の形態についても直結直圧給
水方式の施工を認めるよう給水装置工事施工基準
を改訂

令和２年 2020

2 3 ・芦屋市新型コロナウイルス感染症対策推進本部会議
の設置

2 27 ・芦屋市新型コロナウイルス感染症対策本部の設置

3 ・「水道とわたしたち」パンフレット修正業務完了

・「芦屋市水道事業継続計画（ＢＣＰ）」の策定

3 24 ・令和2年第1回定例会（阪神水道企業団議会）にて分賦金
の2部制（固定費と変動費）の導入に係る議案が可決
※分賦金61円96銭→60円68銭（固定費51円06銭、変動費
9円62銭）

令和
元年度
（平成
３１年
度）
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年号 月 日 西暦 芦屋市水道事業主要事項 その他水道関連事項 市史参考事項

4 1 ・窓口コンシェルジュ宣言

4 30 ・新型コロナウイルス感染症対策として全ての給水
契約者（官公署を除く）の水道基本料金を5月検針分
から6か月間全額免除することを決定

5 ・朝日ケ丘幼稚園閉園、岩園幼稚園に統合
・芦屋市パートナーシップ宣誓制度開始

6 ・第3回阪神水道企業団運営協議会を書面会議にて開催
（阪神水道企業団企業長候補者について書面審議）

・宮川の高潮対策工事完了

8 ・芦屋市水道ビジョンの見直しに当たり、水道利用者
意識調査（市内在住2,000世帯）を実施

・旧芦屋市営宮塚町住宅国登録有形文化財登録

11 ・芦屋市水道事業経営計画実施状況評価委員会を
書面審査で開催 ・日本水道協会にて論文発表（芦屋市における水道事業継

続計画の策定）※新型コロナウイルス感染症の影響で発
表会は中止で、「水道研究発表会講演集」の掲載のみ

11 10 ・芦屋市制施行80周年（記念事業を令和2年4月1日

から令和4年3月31日まで実施）

12 22 ・低区配水池耐震化事業に着手

令和３年 2021

3 ・山手中学校完成

4 ・第1回芦屋市上下水道事業経営審議会を書面会 ・市役所北館1階に「ASHIYA　Cafe」がオープン

議にて開催 ・西蔵こども園と精道こども園が新園舎で開園

5 ・新型コロナワクチン集団接種の実施

6 26 ・第2回芦屋市上下水道事業経営審議会開催

7 10 ・第3回芦屋市上下水道事業経営審議会開催

8 7 ・第4回芦屋市上下水道事業経営審議会開催

9 ・第5次芦屋市総合計画・第2次芦屋市創生総合戦略

を策定

11 ・日本水道協会全国会議がオンラインで開催 ・芦屋市市政施行80周年記念式典の開催（新型コロナ

ウイルス感染症の影響に伴い、1年延期したもの）

11 20 ・第5回芦屋市上下水道事業経営審議会開催

令和４年 2022

1 25 ・岩園調整池を廃止し、高区給水区域を拡大

2 5 ・第6回芦屋市上下水道事業経営審議会開催

3 ・映画「あしやのきゅうしょく」全国ロードショー

・元市長北村春江さんご逝去

3 15 ・芦屋市上下水道事業経営審議会会長が市長へ答

申書提出

3 18 ・山手中学校耐震性貯水槽設置工事完了

3 25 ・第5回地域別協議会の開催

令和

４年度 7 ・第44回芦屋サマーカーニバルが3年ぶりに開催

8 1 ・市役所本庁舎北側広場にて3年ぶりにドライミスト

を実施

8 1、5 ・ボトル水「芦屋の水」の無料配布イベントを3年ぶり

に実施

10 ・日本水道協会全国会議が名古屋市で開催 ・精道中学校竣工

11 ・阪神水道企業団含む構成市（芦屋市、神戸市、尼崎 ・あしや秋まつり3年ぶりに開催

市、西宮市、宝塚市）が政府の総合経済対策として行う

電気料金を対象とする支援について、特別高圧等を範

囲に含めることなどの要望を国に提出

・阪神水道企業団が会長を務める全国水道企業団協

議会及び日本水道協会も上記と同様の要望を国に提出

11 1 ・公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会と

「災害時における災害復旧に係る支援業務に関する

協定」を締結

11 20 ・芦屋市防災総合訓練で2022ミス日本「水の天使」

横山莉奈さん（芦屋市出身）とともにボトル水「芦

屋の水」の無料配布を実施

12 2、3 ・三田市において水道異臭問題が発生したため、 ・芦屋市指定ごみ袋のデザイン決定

三田市へ応急給水活動

令和５年 2023

3 17 ・低区配水池耐震化事業完了

3 28 ・第6回地域別協議会の開催

　令和
 ３年度

　令和
 ２年度
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市人口 給水人口 給水戸数
（人） （人） （戸）

15 39,137 4,635
16 5,104
17 5,806
18 5,597
19 5,689
20 31,098 5,696
21
22 37,033
23
24
25 44,617 35,903 6,724 80.47%
26 46,984 41,423 7,325 88.16%
27 49,328 43,281 7,855 87.74%
28 50,675 45,182 8,200 89.16%
29 54,635 47,265 8,578 86.51%
30 52,409 47,663 8,666 90.94%
31 53,436 50,147 9,118 93.84%
32 53,367 50,671 9,861 94.95%
33 53,209 52,068 10,409 97.86%
34 54,499 50,085 11,844 91.90%
35 57,699 53,265 13,216 92.32%
36 58,919 54,173 13,509 91.94%
37 60,399 55,725 13,931 92.26%
38 61,607 56,800 14,200 92.20%
39 62,490 59,342 14,836 94.96%
40 63,337 61,739 15,435 97.48%
41 63,856 63,007 17,188 98.67%
42 64,329 63,480 16,941 98.68%
43 65,307 64,458 17,974 98.70%
44 67,834 66,985 18,841 98.75%
45 69,733 68,620 19,775 98.40%
46 71,779 70,792 20,465 98.62%
47 72,177 71,596 20,954 99.20%
48 73,414 72,745 21,428 99.09%
49 73,902 73,289 21,228 99.17%
50 74,138 73,464 26,235 99.09%
51 73,877 73,184 25,966 99.06%
52 73,362 72,589 25,967 98.95%
53 73,849 73,045 26,008 98.91%
54 78,201 77,305 27,595 98.85%
55 80,326 79,347 28,677 98.78%
56 80,865 79,798 28,818 98.68%
57 83,092 81,987 29,417 98.67%

水道普及率

２　市人口及び給水人口の推移

年度

昭和
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市人口 給水人口 給水戸数
（人） （人） （戸）

水道普及率年度

58 84,153 82,985 29,899 98.61%
59 85,378 84,169 30,443 98.58%
60 85,700 85,490 31,175 99.75%
61 86,501 86,291 31,460 99.76%
62 87,114 86,904 32,017 99.76%
63 87,354 87,324 31,362 99.97%
元 87,267 87,054 31,896 99.76%
2 87,240 87,027 32,482 99.76%
3 87,406 86,833 32,751 99.34%
4 86,853 86,640 33,255 99.75%
5 86,341 86,213 33,388 99.85%
6 81,925 81,803 32,089 99.85%
7 74,091 73,979 28,604 99.85%
8 74,423 74,317 29,129 99.86%
9 75,010 74,896 29,886 99.85%
10 76,786 76,670 31,162 99.85%
11 78,562 78,453 32,280 99.86%
12 84,392 84,281 34,415 99.87%
13 86,406 86,302 35,561 99.88%
14 88,372 88,270 36,720 99.88%
15 89,610 89,501 37,472 99.88%
16 89,961 89,961 37,897 100.00%
17 90,721 90,721 37,945 100.00%
18 91,567 91,567 38,717 100.00%
19 92,382 92,382 39,264 100.00%
20 93,096 93,096 39,806 100.00%
21 93,155 93,155 39,968 100.00%
22 93,245 93,245 39,555 100.00%
23 93,781 93,781 40,261 100.00%
24 94,105 94,105 40,257 100.00%
25 94,244 94,244 40,579 100.00%
26 94,335 94,335 40,797 100.00%
27 94,903 94,903 41,772 100.00%
28 94,474 94,474 41,770 100.00%
29 94,539 94,539 42,042 100.00%
30 94,222 94,222 42,088 100.00%
元 94,177 94,177 42,402 100.00%
2 93,840 93,840 42,476 100.00%
3 93,596 93,596 42,603 100.00%

※市人口は住民基本台帳に基づき，平成２４年度以降については外国人登録人口を含む。

※昭和１５年～２０年の給水戸数：予算書参照

※昭和１５年～２４年の人口：芦屋市統計書参照

　昭和１５年　第５回国政調査

　昭和２０年　人口調査（１１．１）

　昭和２２年　第６回国政調査

※空欄はデータ無

令和

平成

昭和
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３　水道施設の概要
（１）主な施設の概要
区分 概　　　　要 備　考

有効貯水量 346,000m
3

堤　高 23.4m
堤　長 186m
構　造 ｱｰｽﾀﾞﾑ，ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ

【芦屋川】
取水口 RC造　1.5m×1.5m×1口
沈砂池 RC造　有効容量　80.0m

3

1.6m×12m×1.35～2.8m（2池）
【奥山貯水池】
斜樋 取水口φ250×3口，φ400×1口 奥山系と兼用
【椿谷取水場】
取水井 RC造　5.0m×5.0m×2.6m（1池）
沈砂池 RC造　6.0m×25.1m×3.4m（1池）
【本谷取水場】
取水井 RC造　8.0m×20.0m（1池）
沈砂池 RC造　6.0m×30.0m×3.0m（1池）
導水路
（芦屋川取水口～奥山浄水場）

導水路
（奥山貯水池～芦屋川取水口）

導水管
（奥山貯水池～奥池浄水場）

RC造　35m
3

　2.5m×7.0m×2.0m（1池）
滞留時間　5.9分

RC造　2,800m
3

　20m×23.4m×3.0m（2池）
滞留時間　7.9時間
RC造　17.0m×27.4m（4池）
ろ過面積　465.8㎡
ろ過速度　6.0m/日
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ注入ポンプ
0.38L/分×2台

RC造　535m
3

滞留時間　90分
　9.45m×9.45m×3.0m（2池）

RC造　5.7m
3

　1.2m×1.9m×2.5m（1池）
滞留時間　4.8分

RC造　1.9m3

　1.2m×1.9m×1.29m（1池）
滞留時間　1.6分
攪拌機　0.75kW×1台

RC造　22.5m
3

　2.5m×2.5m×1.8m（2槽）
滞留時間　37.9分
緩速攪拌機　0.4kW×4台

RC造　31.9m
3

　2.5m×7.2m×1.77m（2池）
滞留時間　53.8分
傾斜板　2段×4列
　　　　間隔100㎜，角度60°
鋼板製φ2.86m×5.0m×3基
ろ過面積　6.4㎡/基
ろ過速度　136m/日

急速ろ過池

フロック形成池

薬品沈澱池

取
水
施
設

浄
水
施
設

貯
水
施
設

　　奥山貯水池

浄水池

奥
山
系

導
水
施
設

緩速ろ過池

施　設　名　称

奥池系

薬品注入設備

普通沈澱池

着水井

奥
池
系

奥
山
系

着水井

急速撹拌池

奥
山
系

φ500㎜及び0.5m×0.5m×545m

φ400㎜×2,871m

CIP φ200㎜×190m

奥
池
系
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区分 概　　　　要 備　考施　設　名　称

RC造　68.0m
3

滞留時間　57.3分
　2.35m×3.4m×4.0m（2池）

配水池 RC造　138.0m
3
（1池）

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ注入設備
ﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｳﾑ注入設備
ｿｰﾀﾞ灰注入設備

最高区送水ポンプ室 RC造　延床面積104㎡　1棟
送水ポンプ 1.0m

3
/分×54m×18.5kW×2台

ポンプ井 RC造　有効容量　54.0m
3

4.0m×5.75m×2.5m（1池）
朝日ヶ丘送水ポンプ場 RC造　床面積 18.5㎡ 1棟
送水ポンプ 0.79m

3
/分×126m×30kW×2台

ポンプ井 RC造　有効容量　120.0m
3

φ5.9m×4.6m（1池）
奥池浄水場送水ポンプ室 RC造　地下式　1棟
送水ポンプ 1.3m

3
/分×71m×30kW×2台

ポンプ井 浄水池兼用
第２工区中継ポンプ場 RC造　床面積 27.8㎡　1棟
送水ポンプ 0.41m

3
/分×79m×11kW×2台

ポンプ井 RC造　有効容量　24.0m
3

5.4m×4.4m×1.0m（1池）
第４工区中継ポンプ場 RC造　床面積  9.3㎡　1棟
送水ポンプ 0.14m3/分×57m×3.7kW×2台
ポンプ井 RC造　有効容量　12.0m

3

　2.0m×3.0m×2.0m（1池）

PC造　有効容量 450m
3

　φ12.0×4.0m（1池）

PC造　有効容量 2,500m
3

　φ22×6.7m（1池）

SUS造　有効容量 600m3

　6.0m×17.0m×3.0m（2池）

RC造　有効容量 70m
3

　φ5.5m×3.0m（1池）

RC造　有効容量 1,500m3

12.4m×12.4m×5.0m（1池）

RC造　有効容量 1,000m
3

10.0m×25.0m×4.0m（1池）

合計有効容量 　2,500m3

PC造　有効容量 2,500m
3

　φ20.0m×8.0m（1池）

PC造　有効容量 7,000m
3

　φ38.0m×6.2m（1池）

RC造　有効容量 130m
3

　5.0m×5.0m×2.6m（2池）

RC造　有効容量 400m
3

　7.0m×11.5m×2.5m（2池）

RC造　有効容量 584m
3

　7.3m×10.0m×4.0m（2池）

PC造　有効容量 185m
3

　φ9.4m×2.7m（1池）

奥
池
系

浄
水
施
設

薬品注入設備

浄水池

配
水
施
設

送
水
施
設

最高区配水池

高区配水池

六麓荘高区配水池

六
麓
荘
系

奥
山
系

奥
池
系

六
麓
荘
系

奥
山
系

落合橋調整池

阪
水
系

第１中区配水池

第２中区配水池

低区配水池

奥
池
系

第１工区配水池

第２工区配水池

第３工区配水池

第４工区配水池
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　（２）浄水処理施設の概要

■奥山浄水場（緩速ろ過）
処理能力 ７,９８５ｍ

３
／日

【予備】

■奥池浄水場（急速ろ過）
処理能力 １,７１０ｍ

3
／日

次亜塩素酸
ナトリウム

次亜塩素酸
ナトリウム次亜塩素酸ナトリウム

ポリ塩化アルミニウム

苛性ソーダ

形
成
池

フ
ロ
ッ
ク

急

速

ろ

過

池

送

水

ポ

ン

プ

奥 山 貯 水 池

奥

山

貯

水

池

着

水

井

混

和

池

凝

集

沈

澱

池

着

水

井

集

合

井

浄

水

池

芦
屋
川
表
流
水

沈

砂

池

接

合

井

至　奥池地区

緩

速

ろ

過

池

高

区

配

水

池

普

通

沈

澱

池

阪 水 集 合 井

最
高
区
配
水
池

送

水

ポ

ン

プ

第
３
工
区
配
水
池

浄

水

池
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奥池系　奥池浄水場

原　　水

処理方式

処理能力
処理フロー

建築施設

奥池系　第3工区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

第４工区配水系統への送水を行う。

地　　番

敷地面積

薬品沈澱－急速ろ過

1、710m3/日

所 在 地 芦屋市奥池町

芦屋市奥池町

創設時－　　　　　　更新時－平成12年3月

事務室（兼監視室）：RC造・　１階建・延床面積

完　　工

供用開始

施
設
概
要

送水ポンプ室　　　：RC造・地下１階・延床面積
薬品注入棟　　　　：RC造・　１階建・延床面積40.6m2

奥山貯水池－湖水

創設時－　　　　　　更新時－平成12年4月

幅7.0m×長10.0m×水深4.0m

２池

584m3

供用開始

芦屋市奥池町33

施
設
概
要

芦屋市奥池南町1-1206・1220

1、550m2

昭和47年12月(昭和60年4月簡易水道を統合)

580m3/日

流下により奥池町、奥池南町への配水と第１、第３及び

所 在 地

地　　番

敷地面積

奥池配水区域－第３工区系

+423.5～+514.0m

1、130m3/日

完　　工

RC造・半地下式

+531.75m

+527.75m

第2工区配水池から送水された上水を、一旦貯留し自然

表3－1 奥池系　奥池浄水場施設諸元

表3－2 奥池系　第3工区配水池施設諸元

急
速
撹
拌

池

浄
水
池

着

水
井

形

成
池

フ
ロ

ッ
ク

薬
品
沈
澱

池

急
速
ろ
過

機

奥
山
貯
水
池

配
水
池

第
３
工
区

送
水
ポ
ン
プ

室

排水池 下水道放流

沈澱汚泥 ろ過洗浄水

◆ソーダ灰
◆ＰＡＣ

◆次亜塩素 ◆次亜塩素
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奥池系　第２工区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設
機能概要

奥池系　第1工区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

奥池系　第4工区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

※（）内数値は現状

施
設
概
要

奥池配水区域－第２工区系

系統への送水を行う。

流下により奥池南町への配水と第１及び第４工区配水

第2工区配水池から送水された上水を、一旦貯留し自然

２池

250m3/日

完　　工 昭和44年12月(昭和60年4月簡易水道を統合)

供用開始

所 在 地

地　　番

敷地面積

芦屋市奥池南町44

芦屋市奥池南町1-1600
669m2

RC造・半地下式

330m3/日
+532.0～+552.0m

+578.20m

+580.70m

400m3

所 在 地

地　　番

敷地面積

完　　工

供用開始

幅7.0m×長11.1m×水深2.5m

芦屋市奥池町20

芦屋市奥池町1-1611
219m2

昭和39年 8月(昭和60年4月簡易水道を統合)

流下により奥池町へ配水を行う。

+452.2～+531.9m

奥池配水区域－第１工区系

第２工区配水池から送水された上水を、一旦貯留し自然

+545.10m

+547.70m

130m3
幅5.0m×長5.0m×水深2.6m

完　　工

供用開始

２池

RC造・半地下式

150m3/日

施
設
概
要

施
設
概
要

芦屋市奥池町36

芦屋市奥池町1-1693
636m2

昭和58年10月（平成11年11月移管）

奥池配水区域－第４工区系

所 在 地

地　　番

敷地面積

第４工区ポンプ場から送水された上水を、一旦貯留し

自然流下により奥池町へ配水を行う。

+475.0～+541.0m
100m3/日

PC造・地上式

１池

幅φ9.4m×水深2.7m（幅φ4.7m×水深1.85m）

表3－3 奥池系　第2工区配水池施設諸元

表3－4　奥池系　第1工区配水池施設諸元

表3－5　奥池系　第４工区配水池施設諸元

185m3（32m3/日）

+556.00m

+558.70m
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奥山系・芦屋川取水口

現有施設

〈取水口〉

構造形式

口　　数

口形状寸法

ＨＷＬ

池内防水

付属設備

〈沈砂池〉

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

池内防水

付属設備

機能概要

奥山系・奥山浄水場

原　　水

処理方式

処理能力
処理フロー

建築施設

敷地面積

完　　工

供用開始

RC造・地上式

施
設
概
要

芦屋市奥山

芦屋市奥山

昭和13年・平成７年

取水井・沈砂池

所 在 地

地　　番

により沈砂池を経て、奥山浄水場に導水する。

芦屋川を堰止め、表流水を取水口から取水し、自然流下

流出用手動ゲート・□-500mm×500mm

流入用手動ゲート・□-500mm×500mm

コンクリート打放

+204.30

幅1.5m×高1.5m

１口

２池

取水渠排泥用手動ゲート・□-300mm×300mm

取水渠用手動ゲート・□-600mm×600mm

余水吐用電動ゲート・□-1000mm×1000mm

取水口用電動ゲート・□-1500mm×1500mm

鋼製スクリーン・□-1500mm×1500mm

RC造・地下式

所 在 地

地　　番

敷地面積

鋼製スクリーン・□-1500mm×1000mm

コンクリート打放

+183.10m

80m
3

幅1.6m×長12.0m×水深1.35～2.8m

完　　工

供用開始

施
設
概
要

芦屋市奥山 7-1、9、10

芦屋市奥山

2、086m2

昭和13年3月（創設事業）

芦屋川－表流水

普通沈澱－緩速ろ過

7、985m3/日

管理棟（兼監視室）：RC造・２階建・延床面積
送水ポンプ棟　　　：RC造・２階建・延床面積　79.60m

2

表3－6　奥山系　芦屋川取水口施設諸元

表3－7　奥山系　奥山浄水場施設諸元

普
通
沈
澱
池

浄
水
池

着
水
井

緩
速
ろ
過
池

送
水
ポ
ン
プ
室

芦
屋
川
取
水
口

高
区
配
水
池

集
合
井

【予備】

◆次亜塩素

奥
山
貯
水
池

最
高
区
配
水
池

沈
砂
池

接
合
井

第

１

中

区

配

水

池

阪
水
芦
屋
川
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奥山系・最高区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設
機能概要

奥山系・高区配水池

配　水　区
配水域標高
給　水　量
送　水　量
池構造形式
池　　　数
池形状寸法
池有効容量

ＨＷＬ
ＬＷＬ

付属施設
機能概要

所 在 地

地　　番

敷地面積

芦屋市奥山

芦屋市奥山1-1

9、089m2

昭和40年 3月(第3期拡張事業)

奥山配水区域－最高区系

+96.5～+183.5m
970m

3
/日

完　　工

供用開始

施
設
概
要

RC造・地上式

１池

幅φ12.2m×水深4.0m
450m

3

+188.00m

+184.00m

奥山浄水場内の揚水ポンプから送水された上水を、一旦

貯留し自然流下により最高区給水区域に配水する。

所 在 地
地　　番
敷地面積
完　　工
供用開始

施
設
概
要

芦屋市奥山34
芦屋市奥山1-235
4、050m2
昭和44年 7月(第4期拡張事業)

2、500m3
+142.10m
+135.40m

奥山配水区域－高区系
+25.0～+125.0m
7、285m3/日
1、280m3/日

奥山浄水場内の揚水ポンプから送水された上水を、一旦
貯留し自然流下により高区給水区域に配水する。

表3－8　奥山系　最高区配水池施設諸元

表3－9　奥山系　高区配水池施設諸元

PC造・地上式
１池
幅φ22.0m×水深6.7m
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六麓荘系・朝日ヶ丘ポンプ場

送　水　先

送水先標高

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

Ｐ室床面積

Ｐ室構造形式
機能概要

六麓荘系・六麓荘高区配水池　

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設
機能概要

所 在 地

地　　番

敷地面積

完　　工

供用開始

芦屋市剣谷13

芦屋市剣谷22

1、307m2

昭和45年 5月

六麓荘配水池

+201.4m
265m

3
/日

RC造・地下式

１池

幅φ　m×水深4.0m
120m

3

+112.00m

+108.00m
27.8m

2

地上１Ｆポンプ室

奥山系高区配水池からの送水を一旦ポンプ井で受水し、

揚水ポンプによって六麓荘配水池まで送水を行う。

21、238m2

平成16年 2月(第５期拡張事業)

所 在 地

地　　番

敷地面積

完　　工

施
設
概
要

SUS製・地上式

２池

表3－10　六麓荘系　朝日ヶ丘ポンプ場施設諸元

表3－11　六麓荘系　六麓荘高区配水池施設諸元

幅6.0m×長17.0m×水深3.0m
600m

3

+228.00m

+225.00m

供用開始

施
設
概
要

芦屋市六麓荘町25

芦屋市六麓荘町5、5-1

-25-



阪水系・第１中区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

阪水系・第２中区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

芦屋市山手町8

芦屋市山手町134

1、686m2

昭和13年3月（①）・昭和45年3月（②）

所 在 地

地　　番

敷地面積

完　　工

供用開始

阪神水道配水区域－中区配水系

+9.0～+52.0m

7、220m3/日

RC造・地下式

施
設
概
要

池形状寸法

池有効容量

２池（①）・１池（②）

①幅12.4m×長12.4m×水深5.0m－２池

②幅11.0m×長25.0m×水深4.0m－１池

①1、500m3

②1、000m3

①+79.00m　　②+79.00

地　　番

敷地面積 901m2

完　　工

供用開始

①+74.00m　　②+75.00

阪神水道企業団（芦屋川・奥山）から受水した上水を、

一旦貯留し自然流下により中区給水区域に配水する。

所 在 地 芦屋市岩園町37

芦屋市岩園町80-1

自然流下により中区給水区域に配水する。

昭和47年 3月(第4期拡張事業)

阪神水道配水区域－中区配水系

8、000m3/日

PC造・地上式

１池

幅φ20.0m×水深8.0m

2、500m3

+77.00m

+69.00m

阪神水道企業団(奥山)から受水した上水を、一旦貯留し

施
設
概
要

+9.0～+52.0m

表3－12　阪水系　第1中区配水池施設諸元

表3－13　阪水系　第2中区配水池施設諸元

備　　考 　平成31年1月耐震化工事完了
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阪水系・低区配水池

配　水　区

配水域標高

給　水　量

送　水　量

池構造形式

池　　　数

池形状寸法

池有効容量

ＨＷＬ

ＬＷＬ

付属施設

機能概要

阪神水道配水区域－第２低区配水系

完　　工

供用開始

１池施
設
概
要

芦屋市岩園町29

芦屋市岩園町216-5･218-8、9、10

2、462m2

昭和52年 3月(第5期拡張事業)

+47.45m

所 在 地

地　　番

敷地面積

阪神水道企業団（岩園）から受水した上水を、一旦貯留し

自然流下により第２低区給水区域に配水する。

+0.6～+4.9m

12、760m3/日

PC造・地上式

幅φ38.0m×水深6.2m

表3－14　阪水系　低区配水池施設緒元

7、000m3

+53.65m
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４　配水フローチャート

 奥谷接合井

 高座川接合井

 越木岩調整池

高区
配水池

阪

神

水

道

企

業

団

第２中区
配水池

中区給水区域

第１中区
配水池

阪水芦屋
調整池

第１低区給水区域

低区配水池 第２低区給水区域

高区給水区域

朝日ケ丘Ｐ
六麓荘高区
配水池

六麓荘給水区域

落合調整池

第１工区
配水池

第４工区
中継Ｐ

第４工区
配水池

奥池地区給水区域

芦屋川表流水 奥山浄水場 Ｐ
最高区
配水池

最高区給水区域

奥山貯水池 奥池浄水場 Ｐ
第３工区
配水池

第２工区
中継Ｐ

第２工区
配水池
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５　給水区域図
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６ 阪神水道企業団の概要 

  阪神地域は、水道水源となる大きな河川がなく慢性的な水不足に悩まされていました。

そこで、安定した給水を確保するため、昭和１１年７月に「阪神水道企業団」が設立され、

遠く琵琶湖・淀川水系を水源とする水道用水供給事業にとりかかり、昭和１７年に給水を

開始しました。なお、芦屋市には昭和２０年８月に給水を開始しました。 

  以来、発展を続ける構成市の水需要に対処するため、５期にわたる拡張工事を実施し、

現在は１日最大１１２万８千 の供給能力を有し、その全量がオゾンと活性炭処理を取り

入れた高度浄水処理水（※）となっています。 

（１） 阪神水道企業団の構成市 

神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・宝塚市(平成２９年４月新規加入) 

（２）施設の概要 

    淀川で取水した水(原水)を浄水場で浄水処理した後、ポンプ場を経由して、芦屋市

などの構成市へ水道用水を供給しています。 

（出典：阪神水道企業団 事業概要２０２２年度版） 

（※） 高度浄水とは、通常の浄水処理に加え、オゾンの強力な酸化力と生物活性炭による

吸着機能を活用した浄水処理です。水中に残る微量のトリハロメタンやかび臭や有機

物をほぼ除去することができるため、より安全でおいしい水を送ることができます。 
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